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目的で、 Choi-Kim-Kim-Kobayashi'04では、 AdS backgroundでの模







































には、 U(1) symmetryがゲージ対称性である場合には、そのU(l)charge 
に比例したようなD-termcontributionと呼ばれるものがsfermionの質量
に現れることは、以前から知られています。とくに、 Heteroticstring模






type 1 string模型では、 twistedmoduliがその役目を果たします。この
twisted moduliは、 Kahlerpotential等の性質も dilatonと異なるので、
type 1 string模型の場合、異なる性質のD-termcontributionが現れる可











































Continuous Wilson line moduli)依存性などを計算しました。さらにCP
の破れに注目し、湯川結合セクターにおいて、物理的なCPの破れに寄与
するのはKahlermoduliの虚数部分のみであることを示しました。他の
虚数部分はききません。
このようにmoduliの値を湯川結合が現実な値を導き出すように何らな
の機構で決定することは、弦理論の枠組みで重要です。このことは、湯川
結合の値に限ったことではなく、弦理論においては、有効場の理論のす
べての結合定数は、 moduliの真空期待値に依存した形で与えられます。
従って、これらの値の決定機構は非常に重要です。湯川結合とは、直接
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は関係しませんが、その他の論文では様々はmoduliの真空期待値の決定
の機構やその宇宙論での意味合い、更に他の弦理論の性質や高次元理論
の性質等を解析しました。
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